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●今月の表紙

加悦谷祭　

後野宮本町子ども歌舞伎（４月 25 日撮影）

●主な記事

02　 与謝野 3 大祭

06    自転車ルール、マナー

08　 海の京都博

10　 マイナンバー制度

22　 クリエイティブディレクターの就任！



　与謝野町内各地で春の例祭である加悦谷祭、岩滝祭、三河内
曳山祭が行われました。
　各祭には、地区ごとに個性のある祭があり、華やかな衣装、
力強く迫力のある神輿巡行、きれいな笛の音色など各地区とも
活気で満ちていました。
　みなさん祭に向けて日々練習・準備をされ、その成果を十分
に発揮し各地域とも素晴らしい祭となりました。

①阿知江 部神社で神楽奉納（岩屋）　②力強く神輿を担ぐ（幾地）　③担い屋台

を担ぐ男たち（与謝）　④笹ばやしが奉納される（石川）　⑤みごとな太刀振りを

披露する青年（下山田）　⑥神楽奉納（奥滝）⑦一生懸命に笛を吹く（上山田）　

⑧長い階段を神輿を担いでくだる（加悦・算所）　⑨かまど清めを行う（香河）　

⑩元気いっぱいに屋台を引っ張る子どもたち（金屋）　⑪太刀振り奉納（温江）　

⑫二宮神社で神楽奉納（加悦奥）　⑬練習の成果を見せた子ども歌舞伎（後野）　

⑭お稚児行列の様子（四辻）  ⑮畠中神社で神楽奉納（滝）　⑯屋台の巡行（明石）

⑪

⑫⑬⑭

⑮

⑯

与謝野の 3大祭
特集

加悦谷祭4/25・26

多彩な祭でまちが盛り上がる

①

②

③

④

⑤

⑥⑦

⑧

⑨

⑩
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岩滝祭三河内曳山祭

①倭文神社での神楽奉納　②須代神社に

向かって「おーい、おーい、おーい」と

神招きの儀式　③山屋台を引く人たち  

④「町主」の掛け声で山屋台が動き出す

⑤神主が並ぶ　⑥町主の呼びかけに応

える  ⑦きれいな音色で祭を盛り上げる  

⑧華やかな屋台が連なる

①木積神社から神輿を担ぎ出す男たち（弓木）　②的をねらっ

て弓を弾く（男山）　③・⑥役場庁舎前でみごとな神楽を披露

する（岩滝連合）　④板列八幡神社から長い階段を通り神輿を

担ぎ出す（男山）　⑤木積神社で太刀振り奉納（石田）　⑦大内

公園で太鼓屋台が行われる（弓木）

５/ ３・４ 4 ／ 30・５／１

迫力のある神輿でまちが活気付く

①

② ③

④

⑤

⑥

⑦

①②

③④⑤

⑥

⑦

⑧

色鮮やかな山屋台でまちが華やぐ
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●守っていますか？自転車ルール、自転車マナー

　自転車は運転免許がなくても、小さな子どもから、高齢のお
年寄りまで非常に多くの方が利用、運転ができる「軽車両」で
す。道路を走行する以上、運転者はもちろんルールやマナーを
守らなければなりません。皆さんは以下のような行為をしてい
ませんか？
・二人乗りをしていませんか？
・自転車を 2 列以上で走行をしていませんか？
・無灯火で夜の道を走っていませんか？
・お酒を飲んで自転車に乗車していませんか？
　これらはすべて交通ルール違反となります。誰も見ていない
から、すぐ近くだからといってその場の判断だけで行動してし
まうと、取り返しのつかないことにつながります。皆さんも自
転車を運転する際は、交通ルールをしっかりと守って、事故に
遭わないように注意しましょう。与謝野町交通指導員

　　　寺村　志津枝（てらむら　しづえ）

 a d v i c e ルール・マナーを守り交通安全を心がけよう！

「
自
転
車
運
転
者
講
習
」

 

制
度
と
は
？

　

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
自
転

車
を
運
転
す
る
際
、
危
険
な
ル
ー
ル

違
反
を
常
習
的
に
繰
り
返
す(

３
年

以
内
に
２
回
以
上
繰
り
返
す)

人
に

は
、
講
習
受
講
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

　
講
習
受
講
に
つ
い
て
、
命
じ
る
基

準
の
詳
細
は
各
都
道
府
県
で
決
め
ら

れ
ま
す
が
、
受
講
命
令
を
受
け
た
者

は
講
習
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
処

罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
５
万
円

以
下
の
罰
金)

　

対
象
者
と
な
る
の
は
14
歳
以
上

の
利
用
者
が
処
罰
の
対
象
者
で
す
。

(

14
歳
未
満
の
子
ど
も
は
処
罰
の
対

象
に
な
ら
な
い
た
め
、
講
習
の
対
象

外
で
す)

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
交
通
ル
ー

ル
違
反
を
し
た
場
合
に
講
習
の
対
象

と
な
る
の
か
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
・
・
・

①
「
一
時
停
止
」
の
標
識
が
あ
る
交

　
差
点
で
一
時
停
止
し
な
か
っ
た
場

　
合
。

　

自
転
車
で
も
、
停
止
線
の
手
前

(

停
止
線
が
な
い
場
合
は
交
差
点
の

手
前)

で
一
時
停
止
し
、
安
全
を

し
っ
か
り
と
確
か
め
て
か
ら
通
行
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
違
反
し

た
場
合
、
３
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
５
万
円
以
下
の
罰
金(

過
失
10
万

円
以
下
の
罰
金)

と
な
り
、
処
罰
の

対
象
で
す
。

②「
赤
信
号
」
に
従
わ
な
い
で
通
行
、

　
横
断
し
た
場
合
。

　
自
転
車
は
車
両
用
の
信
号
に
従
う

の
が
原
則
で
す
が
、
歩
行
者
・
自
転

車
専
用
信
号
が
あ
る
場
合
は
こ
ち
ら

の
信
号
に
従
い
ま
す
。
歩
行
者
用
信

号
が
あ
る
横
断
歩
道
を
通
行
す
る
場

合
に
つ
い
て
は
そ
の
信
号
に
従
っ
て

横
断
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

違
反
し
た
場
合
、
３
ヵ
月
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

(

過
失
10
万
円
以
下
の
罰
金)

と
な

り
、
処
罰
の
対
象
で
す
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
運
転
は
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

●
ス
マ
ホ
を
使
用
し
な
が
ら
走
行

　
す
る

●
傘
差
し
運
転
を
す
る
　
　
な
ど

　
講
習
受
講
の
対
象
外
で
は
あ
り
ま

す
が
、
３
ヵ
月
以
下
の
懲
役
、
５
万

円
以
下
の
罰
金(

過
失
10
万
円
以
下

の
罰
金)

と
な
り
処
罰
の
対
象
で
す
。

　
こ
の
６
月
１
日
か
ら
道
交
法
の
一

部
改
正
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん

は
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
事
故
の

な
い
与
謝
野
町
に
で
き
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

「自転車運転者講習」制度が変わります

■事例１
　賠償命令額　９,500 万円
　神戸地裁（平成 25）
　小学生の男の子が散歩中の女性と接触事故。寝たきり
　の状態になる等障害を負わせる。

  TS マーク 
　自転車安全整備士が点検整備した普通自転車に貼付されるもので、このマークには傷害
保険と賠償責任保険が付いています（付帯保険）。ＴＳマークには、青色マーク（第一種）
と赤色マーク（第二種）があり、賠償内容が違ってきます（点検・整備有料）。

 自転車保険（任意）
　自転車の保険にはさまざまな種類があります。自身のケガの補償や、人身事故の損害賠
償に備えることができます。

■事例２
　賠償命令額　5,000 万円
　横浜地裁（平成 17）
　携帯電話を操作しながら運転・無灯火走行で歩行者と
　接触。相手に障害を負わせる。

（参考）高額におよぶこともある自転車事故の賠償責任

TS マークの貼付や自転車保険の加入をしょう

これらの行為もルール違反、処罰の対象となります

   ２人乗り
２万円以下の罰金または科料
２人乗りは原則禁止です。
※ 16 歳以上の人が幼児用の座席
に幼児を１人のせている場合など
は、「２人乗り」にはなりません。

    並　進
２万円以下の罰金または科料
他の自転車との並走は禁止です。
※「並進可」の標識がある道路で
は並んで通行することができま
す。

守
っ
て
い
ま
す
か
？

自
転
車
ル
ー
ル
、
自
転
車
マ
ナ
ー

特
集

　皆さんは自転車ルール、自転車マナーを守って運転できています
か？京都府内の死亡事故件数 ( 平成 26 年 ) は 19 件、その中で自転車
乗車中における死亡事故件数は 6 件、約３分の１の方が自転車運転
者の方で、命を落とされています。
　交通マナーやルールについて、6 月 1 日から始まった「自転車運転
者講習」制度と併せて、詳しく見ていきましょう。

スマートフォン（携帯）を見ながらの運転は大変危険です

　上記の事例のように、高額な賠償命令がくだることもあります。万が一のときに備え自転車保険への加入も検討し
てみてはいかがでしょうか。保険の加入も大切ですが、最も大切なことは、ルール・マナーを守ることです。
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「
海
の
京
都
」
と
は

　
京
都
府
北
部
は
古
代
よ
り
大
陸

と
の
交
流
の
窓
口
と
し
て
栄
え
、

日
本
の
国
生
み
神
話
の
舞
台
と

な
っ
た
、
い
わ
ば
「
も
う
ひ
と
つ

の
京
都
」
で
す
。
ま
た
、
京
都
縦

貫
道
の
全
線
開
通
か
ら
、
陸
・
海

双
方
か
ら
人
・
物
の
流
れ
が
飛
躍

的
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
歴
史
的
・
地
理

的
背
景
や
交
通
基
盤
整
備
の
進
捗

を
活
か
し
、
北
部
７
市
町
を
全
国

有
数
の
競
争
力
あ
る
観
光
圏
と
す

る
た
め
、「
海
の
京
都
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
観
光
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
国
の
光
を
観
る
こ
と
が「
観
光
」

の
語
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

単
な
る
観
光
で
は
な
く
、「
ま
ち

づ
く
り
」
に
よ
る
観
光
で
す
。
私

た
ち
ひ
と
り
一
人
が
地
域
の
魅
力

を
感
じ
、
磨
い
て
い
く
こ
と
で
来

訪
者
が
増
え
、
地
域
経
済
に
も
良

い
影
響
を
与
え
る
、ま
さ
し
く「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
と
な

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

「
実
践
者
会
議
」
の
取
り
組
み

　
与
謝
野
町
で
は
「
海
の
京
都
・

与
謝
野
町
実
践
者
会
議
」と
し
て
、

地
域
住
民
を
含
む
民
間
の
方
を
中

心
と
し
た
会
議
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
戦
略
拠
点
で
あ
る
「
ち
り
め

ん
街
道
」
の
魅
力
の
洗
い
出
し
か

ら
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
「
う
ら
に

し
と
機
神
様
に
育
ま
れ
る
ち
り
め

ん
の
郷
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
対
外
的
に
発
信
す
る
た
め

に
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
感
じ
る
体
験

プ
ラ
ン
と
し
て
、「
ち
り
め
ん
街

道
コ
ン
セ
プ
ト
ツ
ア
ー
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
今
後
は 

「
海
の
京
都
・
ち
り
め

ん
街
道
実
践
者
会
議
」に
改
組
し
、

地
域
主
体
の
実
践
者
に
よ
り
、
具

体
的
に
来
訪
者
に
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
く
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
進
捗

　
こ
れ
ま
で
に
実
践
者
会
議
で

は
、「
海
の
京
都
・
与
謝
野
町
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
戦
略

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
自
走
で
き
る
仕
組
み
・
人
づ
く

り●
ち
り
め
ん
街
道
空
家
バ
ン
ク

設
立

●
ち
り
め
ん
街
道
女
子
会
活
動

支
援

●
観
光
地
域
づ
く
り
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
擁
立

■
受
け
入
れ
環
境
整
備

●
与
謝
野
駅
ト
イ
レ
改
修

●
建
物
説
明
看
板
更
新

●
誘
導
サ
イ
ン
整
備

●
加
悦
岩
滝
自
転
車
道
整
備

■
商
品
づ
く
り

●
コ
ン
セ
プ
ト
ツ
ア
ー
作
成

●
ツ
ア
ー
に
係
る
地
域
企
業
参

画「
海
の
京
都
博
」
に
向
け
て

　
ち
り
め
ん
街
道
に
来
訪
さ
れ
る

方
々
へ
、
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン

セ
プ
ト
ツ
ア
ー
を
提
供
す
る
よ
う

進
め
て
お
り
、旧
加
悦
町
役
場（
観

光
案
内
所
）
で
も
、
着
物
の
展
示

等
の
設
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ち

り
め
ん
街
道
か
ら
町
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
海
の
京

都
博
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

旧
加
悦
町
役
場
で
着
物
の
展
示



今年の 10 月から
みなさんに

マイナンバー が
通知されます。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何

導
入
す
る
と
ど
ん
な
効

果
が
あ
る
の
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
国
民
一
人
ひ

と
り
が
持
つ
12
桁
の
個
人
番
号
の
こ

と
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
）
は
、
複
数

の
機
関
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
個

人
の
情
報
を
同
一
人
物
の
情
報
で
あ

る
と
い
う
確
認
を
行
う
た
め
の
基
盤

マイナンバーキャラクター
 マイナちゃん

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
い
つ
わ
か
る
の
？

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
住
民
票
を

有
す
る
国
民
一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通

知
さ
れ
ま
す
。ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
中
長
期
在
留
者
や
特
別
永
住
者
な

ど
の
外
国
人
の
方
に
も
通
知
さ
れ
ま

す
。

　
通
知
は
、
市
区
町
村
か
ら
、
原
則

と
し
て
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
あ
て
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
ら
れ

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う

も
の
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え

い
し
て
、
不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
番
号
は
一

生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
大
切
に
管

理
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
い
つ

か
ら
誰
が
ど
の
よ
う
な

場
面
で
使
う
の
？

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
、社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

な
お
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
中
で
も
、
法
律
や

自
治
体
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
行
政

手
続
で
し
か
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

●

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
利

用
し
ま
す
…

　
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
に
お
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野

で
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
国
民
の
皆
様
に
は
、
年

金
・
雇
用
保
険
・
医
療
保
険
の
手
続
、

生
活
保
護
・
児
童
手
当
そ
の
他
福
祉

の
給
付
、
確
定
申
告
な
ど
の
税
の
手

続
な
ど
で
、
申
請
書
等
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
税
や
社
会
保
険

の
手
続
き
に
お
い
て
は
、
事
業
主
や

証
券
会
社
、
保
険
会
社
な
ど
が
個
人

に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
勤
務
先
や
証
券
会
社
、
保

険
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
に
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●

民
間
企
業
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
取
り
扱
い
ま
す
…

　
民
間
企
業
の
場
合
は
、
従
業
員
の

健
康
保
険
や
厚
生
年
金
の
加
入
手
続

を
行
っ
た
り
、
従
業
員
の
給
料
か
ら

源
泉
徴
収
し
て
税
金
を
納
め
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
証
券
会
社
や
保

険
会
社
等
の
金
融
機
関
で
も
、利
金・

配
当
金
・
保
険
金
等
の
税
務
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
１
月
以

降
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
行
う
た
め

で
あ
り
、
社
会
保
障
・
税
制
度
の
効

率
性
・
透
明
性
を
高
め
、
国
民
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会
基

盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
で
す
。

　
期
待
さ
れ
る
効
果
は
、
大
き
く
３

つ
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

●

公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

●

国
民
の
利
便
性
の
向
上

●

行
政
の
効
率
化

（
11
ペ
ー
ジ
の
上
段
に
詳
細
）

行政機関や地方公共団体などで、
様々な情報の照合、転記、入力な
どに要している時間や労力が大幅
に削減されます。複数の業務の間
での連携が進み作業の重複などの
無駄が削減されるようになりま
す。

● 公平・公正な社会の実現

● 国民の利便性の向上

● 行政の効率化

適正・公正な課税を実現します。
所得把握の正確性が向上し、適正・公平な課税
につながります。

年金などの社会保障を、確実に給付します。
未払いや不正受給を防止します。

年金や福祉などの申請で書類の添付が減りま
す。

事前の書類取得の必要がありません。

行政手続が、正確で早くなります。
各機関で作業のムダが削減され、手続きがス
ムーズに。

災害時の支援にマイナンバーを活用します。
被災者台帳の作成などにより、迅速な行政支
援を実現します。

日本年金機構

市町村

情報を
窓口側で

照会

添付書類の削減など行政手続が
簡素化され、国民の負担が軽減
されます。また、行政機関が持っ
ている自分の情報を確認した
り、行政機関から様々なサー
ビスのお知らせを受け取った
りできるようになります。

所得や他の行政サービスの受給
状況を把握しやすくなるため、負
担を不当に免れることや給付を
不正に受けることを防止する
とともに、ほんとうに困って
いる方にきめ細かな支援を行
えるようになります。

　
今
年
の
10
月
か
ら
国
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

が
通
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
疑
問
点
や
、
番
号
通

知
ま
で
に
注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

※マイナンバーの通知は、住民票の住所に送られます。

国民生活を支える社会的基盤として、社会保障・税番号制
度を導入し、社会保障・税・災害対策の分野で個人の情報
を適切かつ効率的に管理するために活用されます。

マイナンバー（社会保障・税番号）とは
国民一人ひとりが持つ 12 桁の番号です。
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マイナンバー（社会保障 ･ 税番号）制度の詳細は

● 内閣官房ホームページ
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

● マイナンバーコールセンター（全国共通ナビダイヤル）
電話　０５７０－２０－０１７８

平日９時３０分～１７時３０分（土日祝日・年末年始を除く）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
企
業
や
団
体
に
お

勤
め
の
方
や
金
融
機
関
と
お
取
引
が

あ
る
方
は
、
勤
務
先
や
金
融
機
関
に

ご
本
人
や
ご
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
民
間
企
業
が
外
部
の
方
に

講
演
や
原
稿
の
執
筆
を
依
頼
し
、
報

酬
を
支
払
う
場
合
、
報
酬
か
ら
税
金

の
源
泉
徴
収
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
外
部

の
方
か
ら
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
自
由

に
使
え
る
？
個
人
情
報

の
管
理
は
安
全
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
手
続
の
た
め
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
、
勤
務
先
、
金

融
機
関
、
年
金
・
医
療
保
険
者
な
ど

に
提
供
す
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

法
律
で
定
め
ら
れ
た
目
的
以
外
に
む

や
み
に
他
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提

供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
人

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正
に
入
手
し

た
り
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

り
扱
っ
て
い
る
人
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
や
個
人
の
秘
密
が
記
録
さ
れ
た

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
他
人
に
不
当

に
提
供
し
た
り
す
る
と
、
処
罰
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

●

個
人
情
報
の
安
心
・
安
全
を
確

保
し
ま
す
…

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
の
検
討
段
階

で
は
、
個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
で
な
り
す
ま
し
が
起
こ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
っ
た
懸
念
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
安
心
・
安
全
に
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
、
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム

面
の
両
方
か
ら
個
人
情
報
を
保
護
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

制
度
面
の
保
護
措
置
と
し
て
は
、

法
律
に
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情

報
を
収
集
し
た
り
、
保
管
し
た
り
す

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
い
う

第
三
者
機
関
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
監
視
・

監
督
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
法
律
に

違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も
、
よ
り
重

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置
と
し
て

は
、
個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る
の

で
は
な
く
、
従
来
ど
お
り
、
年
金
の

情
報
は
年
金
事
務
所
、
税
の
情
報
は

税
務
署
と
い
っ
た
よ
う
に
分
散
し
て

管
理
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関
間

で
情
報
の
や
り
と
り
を
す
る
と
き
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接
使
わ
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
人
を
制
限
し
た
り
、
通
信

す
る
場
合
は
暗
号
化
を
行
い
ま
す
。

●

自
分
の
個
人
情
報
が
ど
の
よ
う

に
や
り
と
り
さ
れ
て
い
る
か
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
…

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
て
自
分
の

個
人
情
報
が
ど
の
よ
う
に
や
り
と
り

さ
れ
て
い
る
か
、
ご
自
身
で
記
録
を

確
認
す
る
手
段
と
し
て
、
平
成
29
年

１
月
か
ら
「
情
報
提
供
等
記
録
開
示

シ
ス
テ
ム
」が
稼
働
す
る
予
定
で
す
。 

情
報
提
供
等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
の

機
能
の
詳
細
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含

む
自
分
の
個
人
情
報
を
い
つ
、誰
が
、

な
ぜ
提
供
し
た
の
か
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

カ
ー
ド
が
配
布
さ
れ
る

の
？
使
い
道
は
？

　
平
成
27
年
10
月
に
、
皆
様
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
通
知
す
る
た
め
の
「
通

知
カ
ー
ド
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。 

平
成
28
年
１
月
以
降
に
は
、
様
々
な

こ
と
に
利
用
で
き
る
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
が
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ

ま
す
。

●

通
知
カ
ー
ド
…

　
通
知
カ
ー
ド
は
、
紙
製
の
カ
ー
ド

を
予
定
し
て
お
り
、
券
面
に
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
（
基
本
４

情
報
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。 

通
知
カ
ー

ド
は
全
て
の
方
に
送
ら
れ
ま
す
が
、

顔
写
真
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

本
人
確
認
の
と
き
に
は
、
別
途
顔
写

真
が
入
っ
た
証
明
書
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

●

個
人
番
号
カ
ー
ド
…

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
券
面
に
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
本

人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
平
成

27
年
10
月
に
通
知
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
た
後
に
、
役
場

に
申
請
す
る
と
、
平
成
28
年
１
月
以

降
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認

の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
に
搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
を
用

い
て
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
電
子
申
請
が
行
え
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
搭
載

さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
券
面
に

書
か
れ
て
い
る
情
報
の
ほ
か
、
電
子

申
請
の
た
め
の
電
子
証
明
書
は
記
録

さ
れ
ま
す
が
、
所
得
の
情
報
や
病
気

の
履
歴
な
ど
の
個
人
情
報
は
記
録
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
１

枚
か
ら
す
べ
て
の
個
人
情
報
が
分

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
新
規
交

付
は
、
平
成
27
年
12
月
４
日
ま
で
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
内
は
引
き
続
き
利
用
で

き
ま
す
が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
の

重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
場
合

は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
返
納

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

正
し
い
住
民
登
録
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
住
民
登
録
は
、氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
住
所
、
世
帯
主
と
の
続
柄
な

ど
が
記
録
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
児
童
手
当
な
ど
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
10
月
以
降
に
お
届
け

す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
社
会
保

障
・
税
・
災
害
対
策
の
手
続
き
の
際

に
必
要
と
な
る
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
受
け
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
引
越
し
な
ど
に

よ
り
住
所
を
移
し
た
方
は
、
速
や
か

に
住
民
登
録
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
詳
細
は

企
画
財
政
課
（
☎
４
６
・３
０
８
４
）

ま
で
。

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
等
の
問

い
合
わ
せ
は
住
民
環
境
課
（
☎

４
４
・
２
０
８
３
）
ま
で
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

実
施
の
流
れ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
を
住
民
票
の
住
所

へ
送
付
開
始

平
成
27
年
10
月
～

・
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
の
手
続
き
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
が
開
始

・
申
請
に
よ
り
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
交
付

平
成
28
年
１
月
～

・
国
の
行
政
機
関
の
間

で
情
報
連
携
を
開
始

平
成
29
年
１
月
～

・
地
方
公
共
団
体
も
含

め
た
情
報
連
携
を
開

始

平
成
29
年
７
月
～

マイナンバーは
一生使うもの。
大切にね！
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●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時（分室のみ：平日 13:00 ～ 14:00 休館）
●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

６月１日は写真の日
　日本で写真が初めて撮影されたのは幕末。その当時は 1 枚写真を
撮るのに 10 数分間静止しなければいけなかったのが、今やデジタル
カメラや携帯電話のカメラ機能などで簡単に写真を撮ることができる
ようになりました。今月は、そんな「写真」に関する本を紹介します。

一般書 ●『しない生活』小池龍之介／幻冬舎　●『世界で一番美しいお花畑への旅』エクスナレッジ　●『池上彰のこ
れが「世界のルール」だ！』池上彰／文藝春秋　●『高島屋のしきたり事典』高島屋／小学館　●『日本の七十二候を
楽しむ』白井明大／東邦出版　●『すてきな花冠の作り方』フローリスト編集部／誠文堂新光社　●『今森光彦の心地

今月の
新着図書

図書館おはなし会
[ 野田川 ]　マザーグースによる七夕おはなし会　　　　
　　　 　　７月 ４日（土）午後２時～
[ 本　館 ]　おはなし倶楽部よむよむによる七夕おはなし会
　　　　　 ７月 ５日（日）午後２時～　
[ 加　悦 ]　７月 11 日（土）午前 10 時 30 分～

Info
いい里山暮らし 12 か月』今森光彦／世界文化社　●『武

道館』朝井リョウ／文藝春秋　●『地下水路の夜』阿刀田高／新潮
社　●『孫物語』椎名誠／新潮社　●『正直』松浦弥太郎／河出書
房新社　　　　　●『黒部の谷のトロッコ電車』横溝英一／福音館
書店　●『伝説のメジャーリーガー　デレク・ジーター』デレクジー
ター／岩崎書店　●『リフォーム支店本日休業』あんびるやすこ／
岩崎書店　●『ぼくの、ひかり色の絵の具』西村すぐり／ポプラ社  
●『あしたあさってしあさって』もりやまみやこ／小峰書店  ●『のっ
てみたいな！うんてんせき』小賀野実／ポプラ社

で見た番組からアイデアが浮かび
ます。私は若いときからずっと書
くことが大好きなので、記事を書
くことはあまり難しくありません
でした。しかし、今月は最後の
記事なので特に面白くて意味深い
記事を書かなければならないよう
なプレッシャーを強く感じました。
記事の締切りは一昨日ですが、今
でもまだ書いているところです。
一生懸命話題を探し、何回も最初
から書き直しましたが、どれも満
足のいくものではありませんでし

の冒険へ行かなければなりません。私はまだ日本にいる予
定であり、たまに与謝野町へ戻るつもりですので、見かけ
たらぜひ声をかけてください。
  実はまだ言いたいことや伝えたいことがたくさんあり

ますが、この記事で全てを伝えることは絶対にできません。
記事100枚を書いても、まだ足らないと思うので簡単な言
葉で言います。皆さん、私の心の底から「Thank you!」。

今 年の８月で、私が与謝野町で暮らす５年間が終わ
ります。これは私の最後の記事です。今までさま

ざまな話題を記事にしました。例えばイギリスの食べ物、
天気、お化け、迷信について記事を書きました。私はいつも、
できるだけ面白くて勉強になる記事を書くことに努めまし
た。今月は最後の記事なので特にそうしようと思いました。
 記事を書くときは、日常生活での友達との会話やテレビ

ありがとう皆さん！またね！

た。言いたいことや伝えたいことがたくさんあり、何を書
けば良いか大いに迷ってしまいました。どうにもならない
ほど迷った時点で、私は「なぜこんなに迷っているんだろ
う？」と自問自答しました。導き出た答えは「良い記事を
書かなければならないから」でした。そこで、「なぜ良い
記事を書かなければならないのか？」と再度考えると、大
事なことが理解できました。答えは「私は与謝野町が大好

きですから」です。
 与謝野町は立派な人がたくさんいるところです。皆さん

のおかげで、私は今まで想像できなかったほどの素敵な経
験がたくさんできた５年間になりました。私は皆さんに優
しく歓迎していただいたことや、面白いことを紹介してい
ただいたこと、おいしい食べ物を食べさせていただいたこ
とに大変感謝しています。今では、与謝野町は私の故郷に

なりました。私の心と与謝野町の
皆さんには、どこに行ってもいつ
までも無くならないつながりがで
きました。今後はこのつながりを
大切にしながら生活していきたい
と思います。この５年間、私は与
謝野町のおかげで強くなることが
できました。また、私は日本、イ
ギリス、世界、そして自分のこと
がより深く理解できるようになり、
大変ありがたく思っています。
 ８月には与謝野町から離れるこ

とになり、寂しくなりますが、次

時の贈り物 ［ 第 79 回　「葦
よし

戸
ど

と御
み

簾
す

」古民家にみる意匠と機能］　   まちの文化財　海の京都特集 

気
を
多
く
入
れ
替
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
建
物
を
腐

朽
か
ら
守
る
働
き
を
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
見
た

目
は
、
室
内
の
涼
し
さ
を
演

出
す
る
心
理
的
な
効
果
も
あ

り
ま
す
。

  

葦
戸
と
は
、
木
製
の
建
具

の
中
に
、
す
だ
れ
状
に
編
ん

だ
「
よ
し
ず
（
材
料
は
葦
）」

を
挟
み
こ
ん
だ
建
具
で
す
。

ま
た
、
御
簾
と
は
、
部
屋
の

仕
切
り
な
ど
に
使
う
、
上
品

な
す
だ
れ
の
こ
と
で
す
。

  

旧
尾
藤
家
住
宅
は
、
９
月

６
日
ま
で
、
夏
の
装
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
風
鈴
を
鳴

ら
す
風
が
、
葦
戸
や
御
簾
を

通
り
抜
け
、
室
内
で
ど
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
の
か
、
ま

た
、
全
く
風
が
な
い
時
に

衣
替
え
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
ち
り

め
ん
街
道
の
旧
尾
藤
家
住
宅

も
、
６
月
８
日
に
衣
替
え
を

し
て
い
ま
す
。「
建
物
が
着

替
え
る
？
」
と
不
思
議
に
思

わ
れ
る
方
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
古
民
家
も
暑
い

夏
に
合
わ
せ
て
装
い
を
替
え

る
の
で
す
。

  

蒸
し
暑
い
日
本
の
夏
を
快

適
に
過
ご
す
た
め
、
古
民
家

に
も
色
々
な
工
夫
が
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、

建
具
の
仕
様
を
替
え
る
こ
と

で
す
。
ふ
す
ま
や
障
子
を
、

風
を
通
す
葦よ

し
戸ど

や
御み

簾す

に
し

ま
す
。

  

湿
っ
た
高
温
の
空
気
が
建

物
内
に
留
ま
る
と
、
木
材
が

腐
朽
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

葦
戸
や
御
簾
は
、
室
内
の
空

も
、
視
覚
的
に
室
内
を
涼
や

か
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
な
ど
、
旧
尾
藤
家
で
体

感
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

  

建
物
の
よ
う
に
、
時
に
は

人
も
、
夏
着
物
や
浴
衣
に
着

替
え
て
、
ち
り
め
ん
街
道
を

散
策
す
る
な
ど
、
夏
を
楽
し

む
の
も
よ
い
で
す
ね
。

     

与
謝
野
町
教
育
委
員
会

御簾を通して庭を見る　旧尾藤家住宅

『毎日をハッピーにするかわいい 
 カメラの楽しみ方』
 アスキー・メディアワークス

写真を撮るのは好きだけど、もうちょっ
と上手に撮ってみたい。またきれいに撮
れた写真を使ってかわいい小物を作って
みたい。そんな、カメラを使ってもっと
毎日を素敵に過ごしてみたい貴方にお勧
めの 1 冊です。

『子どもの写真整理術　シンプル 
 だから忙しくてもずっと続く！』
 Emi ／ワニブックス

忙しくてなかなか写真の整理ができないとい
う悩みが解消できる “1 年で 1 冊” “1 ヵ月 1
見開き” のシンプルなアルバムのつくりかた
を伝授。せっかく撮ったご家族の写真が、カ
メラに眠ったままの人、必見です。

『ビアトリクス・ポターが残した風景』
 辻丸純一・河野芳英／ＫＡＤＯＫＡＷＡ　
誰もが一度は思う「時間が巻き戻ったら」
という願いを、もしもかなえられるとした
ら？ある日、不思議な老人に、失敗を取り
消すことができる機械を手渡された主人公。
その夜、事故にあった妹を助けるため、こ
の機械を使うことを思いつく…。

『カメラがとらえた昭和巨人伝 激動
の時代を彩った“あの人”たちの素顔』
 洋泉社

終戦後目覚しい発展を遂げる昭和に活躍し
た著名人のエピソードを写真とともに振り
返った 1 冊。政治家から作家、スポーツ
選手、俳優、経営者まで、その時代を代表
する “巨人” の一瞬を切り取った写真から、
新たな魅力が発見できることでしょう。

『虫の目で狙う奇跡の一枚　
 昆虫写真家の挑戦』
栗林慧／金の星社

画面いっぱいの虫の顔や、飛び立つ一瞬の
姿の写真を見ていると、まるで虫の世界に
迷い込んでしまったような気持ちになりま
す。誰も見たことのない世界をどうやって
撮影しているのか、昆虫写真家のチャレン
ジを綴った 1 冊。

『牛をかぶったカメラマン　
 キーアトン兄弟の物語』
レベッカ・ボンド／光村教育図書

自然を愛する兄弟が、その姿を写真に収
めたいと熱中したのは鳥の巣。鳥に見つ
からずに写真を撮るために考え出したの
は、牛や羊の「かくれみの」を作ってそ
の中から写真を撮ることでした…。イギ
リスの実際のお話を絵本にした 1 冊です。
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がんばってます！消防団 編集 ● 岩滝方面隊

平成 27 年度全国統一防火標語 「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

健やか広場　　子宮頸がんについて

問 住民環境 ☎ 44-2083不法投棄は犯罪です

不法投棄は

やめましょう

　不法投棄は自然破壊や生活環境を
悪化させる行為です。与謝野町では、
警察や京都府と連携し、町内の巡回
パトロールを行い、監視活動の強化
や不法投棄等の対策に取り組んでい

ますが悪質な投棄は後を絶ちません。
　私たち共通のふるさと与謝野町の美
しい自然環境を維持するために、一人
ひとりが住みよい環境づくりに努めま
しょう。

「高齢者等見守り活動」の輪が拡がっています　

  
平成 25 年６月の京都生活協同組合との見守り協定締結に続き、平成 27 年３月 18

日、株式会社フクヤと「高齢者等見守り活動に関する協定及び覚書」を結びました。
  すでに、４月１日から岩滝地域・山田地域で移動スーパー「とくし丸」による訪問
対面販売時の見守り活動を実施されています。
  高齢者や子どもたちすべての住民の皆さんが、安心して暮らし続けられるよう、地
域の皆さんや関係機関そして協力事業者とともに見守り活動の輪を拡げていきます。 見守り協定を結びました

宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
」
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

こ
の
期
間
外
で
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
は
、
昨
年
町
実
施

の
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
74
歳
以

下
の
方
に
、
個
別
送
付
し
て
い
ま
す
。
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
再
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
保
健
課
（
☎
４
３・
１
５
１
４
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
受
診
を
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

（
デ
ー
タ
出
典:

厚
生
労
働
省
人
口
統
計
、
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー 

地
域
が
ん
登
録
全
国
推
計
）

若
い
世
代
で
急
増
す
る
子
宮
頸
が
ん　

　
近
年
、
20
～
30
歳
代
で
急
増
し
て
い
る
子
宮

頸
が
ん
。
子
宮
頸
が
ん
は
決
し
て
特
別
な
病
気

で
は
な
く
、
日
本
人
女
性
の
約
76
人
に
１
人
が

生
涯
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
20
～
30

歳
代
で
は
も
っ
と
も
発
症
率
の
高
い
が
ん
で
す
。

発
症
年
齢
の
ピ
ー
ク
が
出
産
年
齢
の

ピ
ー
ク
と
重
な
っ
て
い
ま
す
！

　
２
０
０
８
年
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
母
親
の
年

齢
別
出
生
数
の
ピ
ー
ク
が
30
代
前
半
に
な
り
、

ま
た
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
の
ピ
ー
ク
が
若
年
化

し
た
た
め
、
二
つ
は
重
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
早
期
に
見
つ
か
れ
ば
比
較
的

治
療
し
や
す
く
、子
宮
を
温
存
し
将
来
の
妊
娠・

出
産
の
可
能
性
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
進
行
す
る
と
治
療
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

早
期
発
見
が
き
わ
め
て
重
要
と
い
え
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
っ
て
？
症
状
は
？

　
子
宮
頸
が
ん
と
は
、
子
宮
の
入
り
口
に
発
生

す
る
が
ん
で
す
。

　
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
で
は
、
全
く
症
状
が
な

い
の
が
普
通
で
す
。
が
ん
が
少
し
進
行
す
る
と
、

は
じ
め
の
症
状
と
し
て
、
月
経
で
な
い
時
の
出

血
、
性
行
為
の
際
の
出
血
、
普
段
と
違
う
お
り

も
の
が
増
え
た
り
、
下
腹
部
や
腰
の
痛
み
が
で

た
り
し
ま
す
。
他
に
、
月
経
の
量
が
増
え
た
り
、

長
引
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
気
づ
い

た
と
き
に
は
す
で
に
進
行
し
て
い
た
、
と
い
う

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

感
染

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
が
発
が
ん
と
強
い
関
係
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
珍
し
い
ウ
イ
ル

ス
で
は
な
く
、
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
、
性

器
の
皮
膚
や
粘
膜
、
口
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
性

交
渉
の
経
験
が
あ
る
女
性
の
80
％
以
上
が
50
歳

ま
で
に
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
の
患
者
さ
ん
の
90
％
以
上
か
ら

Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
感
染
し
て
も
、
多
く
の
場
合
、
症
状
の
な

い
う
ち
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
排
除
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
排
除
さ
れ
ず
感
染
が
続

く
と
、
一
部
に
子
宮
頸
が
ん
の
前
が
ん
病
変
や

子
宮
頸
が
ん
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
喫
煙
も
、
子
宮
頸
が
ん
の
危
険
因
子

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

町
の
検
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
医
療
機
関
（
婦
人
科
）、

集
団
検
診
（
検
診
車
）
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
通

常
、
医
療
機
関
で
の
検
診
は
保
険
外
診
療
の
た

め
全
額
自
己
負
担
と
な
り
お
お
よ
そ
７
０
０
０

円
程
度
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
町
で
実
施
す

る
検
診
を
利
用
す
る
と
、
自
己
負
担
額
な
し
で

受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

○
集
団
検
診
の
場
合　

　
各
種
健
診
申
込
書
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

最
終
締
め
切
り
は
７
月
１
日
（
水
）
で
す
。

○
指
定
医
療
機
関
の
場
合

　
検
診
期
間
は
５
月
１
日
（
金
）
～
11
月
30
日

（
月
）で
す
。医
療
機
関
利
用
に
あ
た
っ
て
は「
子

～ある日突然起きる、電気火災！～

電気火災を防ごう
  近年、与謝野町の火災の原因として電気火災が挙げら
れ、またその数も増えてきています。今回は電気火災と
は何か、どのように電気火災が発生するのか、その原因
について紹介をします。
●電気火災とは、漏電によるものが多く報道をされてい
　ますが、実際の火災ではコンセント接続部から出火、
　コードから出火とさまざまな種類があります。電気火
　災＝漏電だけではなく、コンセントやコードといった
　身近なものからも出火することを覚えておきましょ　
　う。
●原因は無理なたこ足配線、コンセントの接続部のほこ
　り、漏電など。

電気火災を防ぐポイント
●コンセントは常にプラグを差したままではなく時々
　抜くこと！
●コンセントに差したままのプラグにほこり等がつい
　ていないか点検、清掃する！
●コードを束ねていないか、ねじられたままで使用して
　いないか確認する！
●コードが家具の下敷きになっていないか、押し付けら
　れていないか確認する！
●たこ足配線を無理に接続しないこと！
  皆さんも上記のことに気を付けて、電気製品の取り扱
いには気を付けましょう！

消防団町長査閲を開催します
日　時　６月28日(日)午前８時～(小雨決行)
場　所　大江山運動公園グラウンド
　　　　※雨天順延、７月５日 ( 予備日 )
　　　　　岩滝グラウンドで実施
　消防団が日頃の訓練
内容や成果を町長に披
露します。入場行進、
各訓練が披露されます
ので皆さんもぜひご来
場ください。

電気火災が原因の火災が増えていま
す。日ごろから注意し、火災ゼロを
目指しましょう！

便利なたこ足配線ですが許容電
流以上に接続をしていませんか

コンセント接続部 ( プラグ ) に
ほこりがたまっていませんか？

Info

■ 20 代～ 30 代女性の子宮頸がん発症率（10 万人あたり）

1990 年

2010 年

約
２
倍

30.8 人

63.0 人
国立がん研究センターがん対策情報センター 地域がん登録
全国推計によるがん罹患データ（1975 年～ 2010 年）より
作図
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手
に
と
っ
て
作
品
を
眺
め
る
来
場
者

ラッピングされたバスを眺める山添町長

あつえ彩菜館の外観
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河
川
の
水
質
も
考
え
ま
す

●阿蘇海一周マラソン

大会記録を大幅に更新！
　5 月９日に阿蘇海一周マラソンが開催され、宮津市、
伊根町、与謝野町から、男女合わせて 18 チームが参加
しました。与謝野町からは加悦中学校、江陽中学校、橋
立中学校が出場し、加悦中学校Ａチーム１区の小

こ
牧
まき

波
は

亜
あ

斗
と

（明石）さんは区間記録を大幅に更新する快走を見せ、
また加悦中学校Ａチームのタイムも大会記録を更新する
など、白熱したレース展開となりました。
　町内から出場したチームの大会結果は次のとおりです。
総合男子の部 :1 位 加悦中学校、２位 橋立中学校、４位 
江陽中学校
女子の部 : １位 江陽中学校、３位 橋立中学校、４位 加
悦中学校

●浅水代かき　

環境にやさしい農業を
すすめます
　5 月 11 日、後野地区で、「浅水代
かき実演会」が行われました。
　通常、代かきで濁った水を一旦流
してから田植えを行いますが、泥と
肥料成分が流出し、阿蘇海の水質、
環境悪化の原因になることから、こ
れらを抑制するため、落水の必要が
ない程度の水で代かきをすることを

「浅水代かき」といいます。
　農家の方々も環境改善を目指し、
実演会を熱心に見学しました。

まちの 話題 お届けします

問 教育推進課 ☎ 43-2193

大江山登山マラソン参加者募集中！
第 10 回よさの大江山登山マラソン大会

種　目
年齢別部門 スタート

時刻 参加料
男 女

大江山縦走コース
23.5 ㎞

1 部（高校生以上 39 歳以下） 4 部（高校生以上 39 歳以下）
10：00 4,000 円2 部（40 歳以上 49 歳以下） 5 部（40 歳以上）

3 部（50 歳以上）

ちりめん街道コース
10 ㎞

6 部（中学生以上 39 歳以下） 8 部（中学生以上 39 歳以下）
10：15

3,000 円
中学生

2,000 円7 部（40 歳以上） 9 部（40 歳以上）
チャレンジコース 3.5 ㎞ 小学生以上の男女 10：20 1,000 円

今
年
も
開
催
し
ま
す

　

今
年
は
２
０
０
８
年

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

５
０
０
０
ｍ
に
出
場
さ
れ

た
「
小こ

林ば
や
し

祐ゆ

梨り

子こ

」
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
９
月
20

日
（
日
）
大
江
山
運
動
公

園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
、
高
低
差
８
０
０
ｍ

の
よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
（
23・５
ｋ
ｍ
の
部
）。

　
そ
の
他
、
ち
り
め
ん
街

道
（
舗
装
路
）
を
通
る
10

ｋ
ｍ
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

用
の
３・
５
ｋ
ｍ
の
部
が

あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】

７
月
31
日
（
金
）
当
日
消

印
有
効
で
す
。
ま
た
は
直

接
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ
ラ

ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会

内
）
☎
４
３・２
１
９
３

小林祐梨子さん

ス
タ
ー
ト
直
後
の
様
子

問 教育推進課 ☎ 43-2193

「第４回与謝蕪村顕彰与謝野町俳句大会」ならびに
「第４回平成Ｂｕｓｏｎ俳句大賞」作品募集

事
前
投
句
作
品
を

受
け
付
け
ま
す

　
当
町
の
特
色
あ
る
文
化
と
し

て
の
俳
句
を
い
っ
そ
う
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
域
ゆ
か
り

の
与
謝
蕪
村
を
顕
彰
し
、
俳
句

の
ま
ち
与
謝
野
町
を
全
国
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、

平
成
24
年
度
か
ら
、「
与
謝
蕪

村
顕
彰
与
謝
野
町
俳
句
大
会
」

を
開
催
。
今
年
は
第
４
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　
本
年
も
、
自
由
題
三
句
の
ほ

か
、
俳
句
に
添
え
ら
れ
た
前
書

き
ご
と
作
品
を
評
価
す
る
「
前

書
俳
句
」
作
品
も
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
は
、
最
寄
り
の
地
域

振
興
課
や
江
山
文
庫
で
お
渡
し

し
ま
す
。

【
事
前
投
句
応
募
期
間
】

６
月
20
日（
金
）～
８
月
19
日（
水
）

締
め
切
り
は
「
ハ
イ
ク
」
の
日

当
日
消
印
有
効

【
応
募
規
定
】

●
事
前
投
句　

左
記
２
種
類
に
応
募
可
能

①
自
由
題
の
部

三
句
一
組
で
一
人
一
組
限
り

②
前
書
俳
句
の
部

20
字
以
内
の
前
書
つ
き
の
俳
句
、

一
人
一
句
限
り

①
の
み
、
②
の
み
、
①
②
双
方

へ
の
応
募
可
能

●
当
日
投
句

一
人
一
句
に
限
る

※
事
前
・
当
日
投
句
と
も
未
発

　
表
作
品
で
あ
る
こ
と

【
応
募
料
】

■
事
前
投
句
　
一
人
当
た
り
千
円

■
当
日
投
句
　
無
料

【
選　
者
】

■
自
由
題
の
部

　
稲い

な
畑は
た　

廣こ
う

太た

郎ろ
う

氏　
　
　

■
前
書
俳
句
の
部

　
茨

い
ば
ら

木き　
和か
ず

生お

氏

　
大お

お
石い
し　
悦え
つ
子こ

氏

[

俳
句
大
会]

【
日
時
・
場
所
】

11
月
29
日
（
日
）
知
遊
館

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

町
立
江
山
文
庫

〒
６
２
９
・
２
４
２
１　

与
謝
野
町
字
金
屋
１
６
８
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
４
３
・
２
１
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
４
３
・
２
１
７
１

[

平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞]

　
与
謝
野
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
の
俳
句
作
品
を
募
集
し
、

11
月
29
日
の
俳
句
大
会
で
入
賞

作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

※
応
募
に
つ
い
て
は
、
学
校
を

　
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●与謝野町文化・工芸の里「新緑の手仕事展」　

職人こだわりの作品が並ぶ　
　５月 16 日・17 日の２日間にわたり与謝野町文化・
工芸の里で「新緑の手仕事展」が開催されました。会
場では工芸の里で創作活動を行っている職人たちに
よって、各工房で木工、家具、草木染織、手織り作品、
ブロンズ、布作品、ジュエリ－、ニット、洋服、コー
ヒー、絵画、書、レザー作品など職人こだわりの作品
展示・販売が行われました。
　また、17 日に江山文庫園庭では、加悦谷高等学校
の吹奏楽部・書道部によるパフォーマンスも披露され
るなど会場を盛り上げました。
　訪れた人は温かみあふれる手作りの作品に心惹かれ
た様子で、職人の話を聞き入っていました。

●あつえ彩菜館竣工式　

6 次産業化を目指して
　温江地区で農産加工直売所「あつ
え彩菜館」の竣工式が４月 29 日に
行われました。当日は地元の米や野
菜、加工品が並び、多くの方が駆け
つけるなどにぎわいを見せました。
　直売所では、じゃがいもやさつま
いもを地域の特産品とする取り組み
をはじめ、いちごジャム、いちご大
福等の加工品の販売も行われていま
す。営業時間は土曜・日曜日の午前
８時から正午まで。

●ラッピングバス　

与謝野町の魅力をＰＲ
　４月 28 日、京丹観光バス㈱（京
丹後市）が、バス車体の両横にちり
めん街道、車体後方には、三河内曳
山祭の写真でラッピングした観光バ
スを役場本庁舎前で披露しました。
同社には天橋立、立岩、伊根の舟屋
などもラッピングしたバスがあり、
今回で第５弾となります。
　山添町長は「このバスが走ること
で、与謝野町がＰＲされることにな
れば」と話しました。
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町
内　
区
の
区
長
を

ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

【
加
悦
地
域
】

　

 

区
長
連
絡
協
議
会
職
務
代
理
者
副
会
長

　
算
所
区
長　
　
細ほ
そ

井い　
正ま
さ

樹き

　
加
悦
奥
区
長　
細ほ
そ

井い　
利と
し

彦ひ
こ　

　
加
悦
区
長　
　
東と

う
垣が
き　
茂し
げ
男お　

　
後
野
区
長　
　
大お

お
江え　
俊と
し
夫お

　
与
謝
区
長　
　
西に
し
原は
ら　
宏
ひ
ろ
し

　
滝
区
長　
　
　
安や
す

田だ　
武た
け

明あ
き

　
金
屋
区
長　
　
森も
り
垣が
き　
博ひ
ろ
和か
ず　

　
温
江
区
長　
　
藤ふ

じ
田た　
憲け
ん
一い
ち

　
明
石
区
長      

渋し
ぶ

谷た
に　

周
し
ゅ
う

一い
ち

　
香
河
区
長　
　
有あ
り
松ま
つ　

孝た
か
雄お

【
岩
滝
地
域
】

　
石
田
区
長　
　
山や
ま
添ぞ
え　

憲け
ん
一い
ち　

　
弓
木
区
長　
　
宮み

や
﨑ざ
き　
博ひ
ろ
和か
ず

　
区
長
連
絡
協
議
会
副
会
長

　
立
町
区
長　
　
上う
え

口ぐ
ち　

省
し
ょ
う

二じ

　
浜
町
区
長　
　
宮み

や
﨑ざ
き　
よ
し
秋あ
き　

　
藪
後
区
長　
　
田た

中な
か　

良よ
し
典の
り　

　
東
町
区
長　
　
柴し

ば
山や
ま　

利り

一い
ち　

　
男
山
区
長　
　
上う

え
田だ　
章あ
き

雄お

【
野
田
川
地
域
】

　
三
河
内
区
長　
寺て
ら

島じ
ま　

節せ
つ

郎ろ
う　

　
岩
屋
区
長　
　
川か

わ
勝か
つ

原げ
ん

一い
ち

郎ろ
う

　
幾
地
区
長　
　
白し
ら

杉す
ぎ　

直な
お

久ひ
さ

　
四
辻
区
長　
　
吉よ
し

岡お
か　
清き
よ

行ゆ
き

　
区
長
連
絡
協
議
会
長

　
上
山
田
区
長　
小お

長ば

谷せ

啓け
い

介す
け

　
下
山
田
区
長　
市い
ち

田だ　
正ま
さ

人と

　
石
川
区
長　
　
井い

田だ　
義よ
し
之ゆ
き

与謝野町合併 10 周年
記念プレ事業

与謝野町合併 10 周年
記念プレ事業

一斉に走り出す１区のランナー
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男 女 共 同 参 画

シリーズ 84

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193
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平成 27 年 4 月末現在

人　口 23,174 人（＋ ８）

　男　 11,022 人（  －　１）

　女　 12,152 人（＋ ９）

世帯数 9,169 戸（＋ 26）
※括弧内は前月比

まちのうごき

●平成 27 年度のキャッチフレーズ

「地域力×女性力＝
　　　　　　 無限大の未来」
  

あなたの地域の女性たちは、いきいきと
活躍していますか？暮らしやすく元気な地
域社会をつくるためには女性の活躍・リー
ダーシップが必要です。

男女共同参画週間
■６月 23 日から 29 日は

  これまで男性目線で考えていたことに発
想の転換が生まれ、活力ある地域づくりが
期待されます。今こそ女性の活躍を加速す
るとき！身近な女性の活躍をみんなで応援
しましょう！

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、４月16日から５月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

３
Ｒ(

ア
ー
ル)

と
い
う

言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
３
R
と
は
、
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら

す
た
め
に
、
①
ゴ
ミ
の
発
生
を
抑

制
す
る
こ
と
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｓ
ｅ
・

リ
デ
ュ
ー
ス
）、
②
不
要
と
な
っ

た
も
の
は
再
利
用
す
る
こ
と
（
Ｒ

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
・
リ
ユ
ー
ス
）、
③
再

使
用
で
き
な
い
も
の
は
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る
こ
と
（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ

ｃ
ｌ
ｅ
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
３
つ

の
頭
文
字
「
R
」
を
と
っ
て
、
３

R
活
動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
３
Ｒ
に
は
、
優
先
順
位
が
あ
り
、

「
リ
デ
ュ
ー
ス
」
↓
「
リ
ユ
ー
ス
」

↓
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
順
に
な
り

ま
す
。
①
ま
ず
、
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
に
す
る
、
②
使
え
る
も
の

は
繰
り
返
し
使
う
、
③
そ
れ
で
も

問 住民環境課 ☎ 44-2083

シリーズ② 与謝野町のゴミの現状

ご
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
原
料

に
使
う
。
こ
の
３
Ｒ
の
活
動
の
意

味
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
ど
ん
な
行
動
が
３

Ｒ
活
動
な
の
か
を
、
身
近
な
例
を

あ
げ
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
こ
こ
に
紹
介
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
だ
け
が
、
３
Ｒ
行
動
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
環
境
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に

で
き
な
い
こ
と
や
、
新
し
い
別
の

方
法
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
リ
デ
ュ
ー
ス
】

●
レ
ジ
袋
を
断
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ 

で
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う

●
余
分
な
過
剰
包
装
は
断
り
、
必

要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う

●
壊
れ
に
く
い
、
長
持
ち
す
る
商

品
を
選
び
、
物
が
壊
れ
た
ら
、
修

理
し
て
使
い
ま
し
ょ
う

●
紙
コ
ッ
プ
や
割
り
ば
し
は
使

わ
ず
、
マ
イ
コ
ッ
プ
、
マ
イ
は
し

を
持
参
し
ま
し
ょ
う

●
買
い
物
は
必
要
な
も
の
だ
け

買
い
ま
し
ょ
う 

●
量
り
売
り
、
バ
ラ
売
り
を
利
用

し
、
必
要
な
量
だ
け
買
い
ま
し
ょ
う

【
リ
ユ
ー
ス
】

●
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
の

ボ
ト
ル
は
、
詰
替
用
製
品
を
選
び
、

く
り
か
え
し
使
い
ま
し
ょ
う 

●
い
ら
な
く
な
っ
た
衣
類
は
、
適

当
な
大
き
さ
に
切
っ
て
雑
巾
と
し

て
活
用
し
ま
し
ょ
う

●
使
わ
な
く
な
っ
た
物
は
必
要

と
す
る
人
に
譲
り
ま
し
ょ
う 

●
不
要
と
な
っ
た
も
の
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

【
リ
サ
イ
ク
ル
】

●
空
き
缶
や
空
き
瓶
、
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
は
、
集
団
回
収
等
に
提
供

し
ま
し
ょ
う 

●
生
ゴ
ミ
は
生
ゴ
ミ
処
理
機
を
利

用
し
、
堆
肥
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

●
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
対
象
の
家
電
製
品
は
、
販

売
店
で
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

●
リ
サ
イ
ク
ル
表
示
か
ら
分
別

収
集
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切
に

リ
サ
イ
ク
ル
を
し
ま
し
ょ
う

　
こ
の
「
３
R
活
動
」
を
実
践
し

て
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
３
R
活
動
以
外
に
、
燃
え
る
ご

み
、
特
に
生
ご
み
の
量
を
減
ら
す

具
体
的
な
方
法
は
来
月
号
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

問 福祉課 ☎ 43-1513

介護保険料の基準額を 70,200 円に改定
介護保険についてのお知らせ

　
与
謝
野
町
で
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
「
与
謝

野
町
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介

護
保
険
事
業
計
画
」
を
こ
の
ほ

ど
策
定
し
、
そ
の
中
で
、
満
65

歳
以
上
の
方
に
納
付
い
た
だ
く

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
改
め

て
金
額
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
の
平
成
27
年
度
か

ら
29
年
度
ま
で
の
「
基
準
額
」

は
、
７
万
２
０
０
円
（
年
額
）

で
す
。
そ
の
基
準
額
を
も
と
に
、

所
得
に
よ
っ
て
１
～
11
段
階
の

保
険
料
に
分
か
れ
ま
す
（
表
）。

　
基
準
額
は
前
期
間
（
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
）
よ
り

高
額
と
な
り
ま
す
が
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
、
さ
ら
に
公

費
に
よ
る
負
担
軽
減
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　
介
護
保
険
料
は
、
年
金
か
ら

年
６
回
に
分
け
て
天
引
き
さ
せ

て
い
た
だ
く
「
特
別
徴
収
」
も

し
く
は
納
付
書
で
個
別
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く「
普
通
徴
収
」

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
年
金
が

年
額
18
万
円
未
満
の
方
は
普
通

徴
収
と
な
る
他
、
満
65
歳
に
な

ら
れ
て
か
ら
約
半
年
間
や
修
正

申
告
を
さ
れ
て
保
険
料
の
所
得

段
階
が
変
更
に
な
っ
て
か
ら
当

面
の
間
は
、
特
別
徴
収
に
切
り

替
わ
る
ま
で
普
通
徴
収
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
費
用

の
保
険
給
付
分
が
全
て
償
還
払

い
（
利
用
者
の
立
替
払
い
）
と

な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担
分
が

通
常
の
１
割
負
担
か
ら
３
割
負

担
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
不

動
産
の
差
し
押
さ
え
と
い
っ
た

処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
住
民
同

士
が
支
え
あ
う
相
互
扶
助
の
制

度
で
す
。
納
付
に
つ
き
ま
し
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

改定された介護保険料（平成 27 年度～ 29 年度）

※１　老齢福祉年金　明治 44 年（1911 年）４月１日以前に生まれた方、または大正５年（1916 年）４
         月１日以前に生まれた方が受けている年金です。
※２　合計所得金額　「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。
●第１～３段階に対しては、平成 29 年度に、公費によるさらなる負担軽減が行われる予定です。

所得段階 対象となる方 保険料の料率 保険料（年額）

第１段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者※１、及び世帯全員が住民税
非課税で本人の合計所得※２＋課税年金収入が 80 万円以下の人

基準額×0.45 31,600

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得＋課税年金収入が 120 万円以下の人 基準額× 0.70 49,100
第３段階 世帯全員が住民税非課税で、上記以外の人 基準額×0.75 52,600

第４段階 本人は住民税非課税（世帯内には住民税課税者がいる）で、本人の合
計所得＋課税年金収入が 80 万円以下の人

基準額× 0.90 63,200

第５段階 本人は住民税非課税（世帯内には住民税課税者がいる）で、上記以外の人 基準額×1.00 70,200

第６段階 本人が住民税課税で、合計所得が 120 万円未満の人 基準額×1.25 87,700
第７段階 本人が住民税課税で、合計所得が 120 万円以上 190 万円未満の人 基準額×1.50 105,300
第８段階 本人が住民税課税で、合計所得が 190 万円以上 290 万円未満の人 基準額× 1.80 126,400
第９段階 本人が住民税課税で、合計所得が 290 万円以上 400 万円未満の人 基準額×1.85 129,900
第 10 段階 本人が住民税課税で、合計所得が 400 万円以上 500 万円未満の人 基準額×1.90 133,400
第 11 段階 本人が住民税課税で、合計所得が 500 万円以上の人 基準額×2.00 140,400

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
６/30（火）まで

町 府 民 税　第 1 期
国民健康保険税　第 1 期
介 護 保 険 料　第 1 期
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田
子
學
さ
ん
が
就
任
す
る
こ
と
を

発
表
。

　

田
子
さ
ん
は
、
山
添
町
長
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、「
デ

ザ
イ
ン
は
社
会
性
を
伴
っ
た
も
の
。

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
こ
の
町
に
う
ね

り
を
生
み
出
し
た
い
。
し
か
し
、

私
た
ち
だ
け
の
力
で
は
で
き
な
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
こ
そ
が
欠

か
せ
な
い
鍵
で
あ
り
、
大
き
な
力

に
な
る
」
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で

変
革
を
お
こ
す
決
意
を
語
り
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
行
政
、
産
業
振
興
会

議
と
と
も
に
、
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
の
策
定
や
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
監
修
を
行
い
、
ま
ち
の
未
来
を

創
り
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
う
ね
り
を
生
み
出
す
大
き
な
大

き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
る
「
阿
蘇
ベ
イ

エ
リ
ア
」
内
の
山
与
醤
油
株
式

会
社
様
の
倉
庫
に
お
い
て
、「
与

謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略 

ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
就
任
発
表

会
」
が
５
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、

田
子
學
さ
ん
が
与
謝
野
町
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
産
業
振
興
を

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
に
据
え
た
地

域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
「
与
謝

野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
を

掲
げ
、
平
成
27
年
度
の

主
要
政
策
と
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
山
添
町
長
就
任
以
降
、

産
業
振
興
会
議
と
と
も

に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
の
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
よ
り
こ
の

町
の
秘
め
る
力
を
引
き

出
す
た
め
に
は
デ
ザ
イ

ン
の
力
が
重
要
と
の
結

論
に
達
し
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
招
へ
い
に
向
け
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
報
道
陣
や
産
業
振
興

たご まなぶ ●東京造形大学 II 類デ

ザインマネジメント卒。 ㈱東芝デザ

インセンター、㈱リアル・フリート

（現アマダナ㈱）を経て、2008 年㈱

エムテド設立。「デザイン・マネジ

メント」を実践する日本で数少ない

デザイナーで、幅広い産業分野にお

いてコンセプトメイキングからプロ

ダクトアウトまでをトータルでデザ

イン、ディレクション、マネジメン

トし、社会に向けた新しい価値創造

を実践。グッドデザイン賞審査委員、

慶應義塾大学大学院特任教授なども

努める。鳴海製陶「OSORO」（写真）

は、世界三大デザイン賞を受賞。

会
議
委
員
な
ど
約
50
名
が
詰
め
掛

け
た
発
表
会
で
は
、
山
添
町
長
か

ら「
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
」

に
か
け
る
思
い
を
語
っ
た
後
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
、

TAKE ACTION 27'

GROOVE する年に。

デザインの力で
まちづくりに変革を。
クリエイティブディレクターに
田子學氏（MTDO inc.）が就任！

就任発表会ステージ上、固い握手を交わす田子學氏（写真左）と山添藤真町長

　
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、
地
域

産
業
の
映
像
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
５
月
22
日
か
ら
、「
織
り

な
す
人 

～H
A

N
D M

A
DE IN

 
YOSA

N
O W

EA
V

ER

～
」
特

設
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
「
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
継
承
」
と
「
世
界
へ
の

魅
力
発
信
」
を
目
的
に
、
コ
ン
セ

プ
ト
映
像
、
季
節
映
像
、
も
の
づ

く
り
の
担
い
手
映
像
を
約
50
本
制

作
。
特
に
、
担
い
手
、
つ
く
り
手

に
焦
点
を
当
て
、
ま
ち
の
姿
を
映

し
出
し
ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日
に
一
本
を
公
開
。

一
年
を
通
し
て
、与
謝
野
町
の「
も

の
づ
く
り
」
の
秘
め
る
可
能
性
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

まちの誇りを映像化！
タウンプロモーションＰＶ

「織りなす人」公開

HAND MADE IN YOSANO WEAVER　  http://yosano-weaver.jp/


